
八重山のアイナーと宮古のアンナ
──台湾諸語等との関係を探る
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八重山・宮古の人びとは、
かつてどんな言葉を話していたのか？
日本の西の境界に位置する先島諸島では、600年以上前、琉球語・日本語とは全く別
の言語が使用されていたといわれます。それを明らかにするために、本書では、現在
でも使われる「アイナー」（花嫁）、「アンナ」（母）という2つの言葉に注目します。
語源の探索によって浮かび上がってきたのは、台湾でかつて使われていた言語でした。
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